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根室管内農業賞に板橋松寿氏が受賞急ji曜した。
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灘騨
が
ら
も
、
氏
は
農
業
に
志
す

決
意
を
脚
め
、
家
業
を
手
伝
い
な
が
ら
当

時
北
海
道
で
は
唯
一
の
農
業
惇
門
学
校
で

あ
る
野
幌
機
艇
満
校
皿
信
課
程
を
卒
業
し

ま
し
た
。

農
業
の
堆
水
理
念
を
習
得
し
、
家
業
に

典
剣
に
取
り
組
ん
だ
氏
は
、
二
十
三
歳
で

経
営
を
任
さ
れ
二
十
六
歳
で
君
代
氏
と
結

僻
。
艇
業
、
農
村
の
近
代
化
を
目
指
す
様

々
な
施
策
が
示
さ
れ
た
時
期
の
昭
和
川
十

年
代
、
氏
は
理
想
農
村
建
設
の
近
代
化
を

板
橋
松
寿
氏

回
根
室
管
内
農
業
言

随郵
謁
割
劉
”
職

囚字、

農の振興と
れました。
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第
二
十
五
回
根
室
管
内
農
業
賞
表
彰
式
が
＋
｜
月
十
九
日
、
午
前
十
一
時
よ
り

寿
宴
で
行
な
わ
れ
、
当
農
協
か
ら
板
橋
松
寿
氏
ら
六
農
協
か
ら
七
人
、
関
係
機
関

か
ら
一
人
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

同
賞
は
、
根
室
管
内
農
業
賞
委
員
会
（
委
員
長
・
枳
穀
勝
久
根
室
農
協
組
合
長
）

が
農
業
、
農
協
な
ど
農
業
団
体
の
運
営
に
長
年
に
三
り
尽
力
し
、
地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
し
て
き
た
人
た
ち
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
昭
和
五
十
一
一
年
に
制
定
さ
れ
、

今
年
で
二
十
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

志
し
、
農
協
行
平
部
析
動
に
怖
熱
を
傾
け
、

そ
の
活
動
は
地
域
青
年
の
模
範
と
な
り
、

昭
和
四
十
六
年
に
中
標
津
農
協
青
年
部
長

に
就
任
、
二
期
川
平
に
わ
た
り
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
営
農
は
馬
鈴
し
よ
、

ビ
ー
ト
、
そ
ば
、
燕
交
な
ど
畑
作
が
中
心

で
乳
牛
は
十
二
頭
ほ
ど
で
あ
り
、
幾
度
の
凶

作
、
冷
害
を
体
験
し
た
氏
は
将
来
的
な
安

定
腱
業
を
確
立
す
る
う
え
で
、
有
畜
農
業

を
雅
本
と
し
た
酪
農
呼
業
へ
の
転
換
を
夢

え
、
昭
和
四
十
五
年
、
三
十
二
頭
川
の
牛

舎
建
設
を
皮
切
り
に
緯
営
規
模
の
拡
大
と

娠
産
基
盤
の
終
備
を
進
め
、
現
在
の
経
営

燕
盤
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

経
営
雄
盤
の
確
立
に
向
け
て
、
作
業
の

共
、
利
川
に
符
目
し
た
氏
は
、
第
二
次
農

業
緋
造
改
灘
卒
業
に
て
ト
ラ
ク
タ
ー
を
導

入
、
地
域
的
に
も
先
駆
儲
と
な
る
隣
成
典

五
戸
に
よ
る
來
俣
藩
ト
ラ
ク
タ
１
利
用
組

合
を
設
立
、
共
同
で
の
サ
イ
レ
ー
ジ
調
雛

作
業
を
開
始
し
、
堆
盤
と
な
る
良
匝
粗
飼

作
業
の
共
同
利
用
で
、

経
営
期
盤
の
確
立
に
着
目

弓＝字句

科
の
確
保
、
農
業
機
械
の
効
率
化
、
農
作

業
の
能
率
化
を
は
か
る
と
伴
に
組
合
の
会

長
を
膝
任
。
利
川
組
合
で
活
動
す
る
巾
、

自
給
粗
飼
料
の
効
率
収
極
と
良
砧
磁
保
存

を
研
究
し
、
ロ
ー
ル
サ
イ
レ
ー
ジ
を
考
案
・

地
域
、
関
係
機
関
な
ど
幾
度
も
の
試
験
研
究

を
正
ね
、
魂
在
も
岬
及
率
の
商
い
ロ
ー
ル
バ

ッ
ク
サ
イ
レ
ー
ジ
の
生
み
の
親
と
し
て
、
農

業
生
産
技
術
の
振
興
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

氏
の
誠
実
で
温
厚
な
人
柄
は
、
地
域
か

ら
の
信
頼
も
厚
く
、
昭
和
五
卜
一
年
に
中

標
津
町
鵬
業
共
済
組
合
理
蛎
に
就
任
、
平

成
十
三
年
六
月
ま
で
の
八
期
二
十
四
年
に

画
り
農
業
共
済
組
織
述
鴬
に
寄
り
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
共
済
組
へ
、
の
合
併
に
も

多
人
な
尽
力
を
注
ぎ
、
平
成
十
年
か
ら
二

年
間
、
根
室
地
区
農
業
共
済
組
合
焚
を
麟

任
。
ま
た
、
北
海
道
農
業
共
済
組
合
連
合

会
邸
埖
及
び
監
事
を
歴
任
さ
れ
、
激
動
す

る
酪
農
業
界
に
お
け
る
農
業
組
織
活
動
に
、

そ
の
兄
識
と
指
導
力
を
も
っ
て
多
大
な
黛

献
を
さ
れ
ま
し
た
。
以
上
の
通
り
氏
の
根

室
農
業
の
振
興
と
発
展
、
組
織
迦
動
に
尽

く
さ
れ
た
功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
ま
｛
凡

~２ 



受賞者

板橋松寿氏

（中襟i抑｢字Ｉ１１標津）

荒井順一氏

（雑lF1uT峠浜町）

柏谷幸一氏

（標il1lIJJ字川北）

北村正氏

（別脈町本Hll）

竹花光三氏

（別海町泉川）

高橋昌晴氏

〈別海'３】・中織り）

松浦良治氏

（恨籠'1,1〔和Ｈ１）

斉藤裕恒氏

（中襟il1lHJ）

Ｆ口

竃釜 に豆り
公、

_△ 

＿△ら

紅 に頁 苔

第25画蠣室菅鵤業賞j表i影Ｉ式
"三、

弓3号
●￣｣ 

１Ｍ 

ｂ－ＦＬ 
画司

'３ 



iIjiiiLijiliiii 
とＰ

■鱗
励
人

轍

二
○
○
一
年
雌
終
川
の
人
気
調
は
、
し

っ
か
り
肴
の
女
の
子
。
附
腸
地
区
・
鞭
作

『
路
さ
ん
宅
長
女
・
愛
聖
ち
ゃ
ん
で
す
。

分
娩
目
前
の
牛
を
牛
舎
へ
と
移
動
し
に

行
っ
て
い
た
マ
マ
と
一
緒
に
ト
コ
ト
コ
歩

い
て
来
て
「
ど
う
ぞ
！
」
と
、
ち
ょ
っ
と

は
に
か
み
な
が
ら
家
の
巾
へ
と
案
内
し
て

く
れ
た
愛
胆
ち
ゃ
ん
を
半
速
取
材
。

い
つ
も
の
愛
聰
ち
ゃ
ん
の
一
Ⅱ
は
、
保

育
園
に
辿
っ
て
い
る
お
兇
ち
ゃ
ん
と
、
’

ロー気

めいU

l1}I腸地区笠井--路･友子さん夫妻長女遥里ちゃん(2歳11力)j）

① 

巧寺､

お手伝い好きの
しっかりざん／

歳
卜
の
妹
と
兄
妹
仲
良
く
遊
ん
で
い
る
そ

う
で
、
家
の
周
り
を
キ
ッ
ク
ス
ケ
ー
タ
ー

に
采
っ
て
遊
ん
だ
り
、
牛
舎
に
い
つ
の
Ⅲ

仁
か
噸
え
た
猫
ち
ゃ
ん
達
と
遊
ん
だ
り
（
マ

マ
円
く
術
に
遊
ば
れ
て
い
る
と
か
Ⅳ
）
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
達
の
家
と
を
行
っ
た
り
来

た
り
と
元
気
一
杯
ノ
雌
近
は
、
満
三
歳
に

な
っ
た
ら
迩
閥
可
能
な
保
育
園
に
行
き
た

く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
る
と
か
。

さ
て
そ
の
他
の
愛
聖
ち
ゃ
ん
と
い
え
ば

茶
わ
ん
洗
い
を
手
伝
っ
た
り
、
マ
マ
の
ケ

ー
キ
作
り
を
手
伝
っ
た
り
と
、
お
手
伝
い

好
き
の
し
っ
か
り
さ
ん
。
こ
の
Ⅱ
も
切
り

分
け
ら
れ
た
ケ
ー
キ
を
、
せ
っ
せ
と
テ
ー

ブ
ル
ま
で
述
ん
だ
り
と
、
漣
段
同
様
に
お

手
伝
い
を
し
て
、
マ
マ
の
作
る
ケ
ー
キ
は

お
い
し
い
の
よ
－
・
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
満

面
の
笑
顔
で
、
ケ
ー
キ
を
頬
張
っ
て
ま
し

た
。愛
聖
ち
ゃ
ん
の
将
米
に
つ
い
て
マ
マ
に

鉾
ね
る
と
、
「
今
は
お
兄
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
、
時
に
は
や
ん
ち
ゃ
も
す
る
け

ど
、
や
さ
し
く
、
す
く
す
く
と
育
っ
て
く

れ
て
、
女
の
ｆ
ら
し
く
な
っ
て
く
れ
れ
ば

い
い
か
を
ア
ー
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
丈
夫
ノ
し
っ
か
り
溝
の
愛
里
ち
ゃ
ん
だ

か
ら
、
今
の
ま
ま
で
も
１
分
女
の
卜
ら
し

く
な
れ
る
よ
ね
～
・

愛
聖
ち
ゃ
ん
！
み
ん
な
の
期
待
を
受
け

て
、
や
さ
し
い
、
素
敵
な
久
の
ｆ
に
な
っ

て
ね
。

４ 
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糞尿の成分を意識しよう

北根室地区農業改良普及センター

蕊
尿
を
草
地
へ
施
川
す
る
効
果
の
一
つ

は
、
肥
料
成
分
の
供
給
で
す
。
向
分
の
鰹

場
の
鍵
尿
に
、
ど
の
程
度
の
肥
料
成
分
が

あ
る
の
か
認
識
し
て
い
な
け
れ
ば
、
牧
堆

の
品
質
に
悪
彩
辮
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

一
、
糞
尿
施
用
の
注
意
点

卓
地
に
人
岐
の
焚
灰
を
散
布
し
た
場
へ
Ⅸ

糞
尿
中
に
含
ま
れ
る
窒
素
や
カ
リ
な
ど
の

肥
料
成
分
の
施
川
辻
が
、
施
肥
標
準
を
大

き
く
超
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

カ
リ
は
牧
草
に
吸
収
さ
れ
や
す
く
、
牧
草

中
の
カ
リ
合
舷
が
極
端
に
増
加
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

Ｈ
カ
リ
過
剰
に
よ
る
乳
牛
の
弊
需

給
与
飼
料
中
の
カ
リ
含
並
が
乾
物
中
二

訂
を
超
え
る
と
、
乳
牛
体
内
で
の
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
の
吸
収
が
肌
等
さ
れ
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
欠
乏
の
一
剛
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

乾
乳
後
期
な
ど
で
カ
リ
が
過
剰
に
摂
取
さ

れ
る
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
阻
害
さ
れ
、

低
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
の
一
因
と
な
り
ま
す
。

口
窒
素
過
剰
に
よ
る
乳
牛
の
弊
害

尿
や
ス
ラ
リ
ー
は
迩
効
性
の
窒
素
が
多

く
含
ま
れ
ま
す
。

窒
素
の
過
剰
な
施
川
は
、
牧
戦
中
の
硝

酸
態
窒
素
の
轍
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
硝

酸
の
過
剰
に
よ
る
小
礒
発
症
の
危
険
価
は
、

飼
料
中
膿
度
の
○
・
一
．
計
以
上
と
い
わ
れ

て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

二
、
糞
尿
の
成
分
分
析

分
析
値
が
な
い
場
介
で
も
、
標
瀧
的
な

鈩謡

をま乳ま草リＩノリに㈲の口分（~）す坪るｌＩｋれる度でがで家尿こ代
施す′卜せにこ’ア影糞か糞離糞・ば必がる糞と、６肥重、こ間のと衣
肥・にん利ののン辮》]（Ｉ/I（液尿れ要牧肥尿よ分測料嬰鍵ので肥が’１(（
を糞悪･川よ篭モののなの、が草科をいの定成に川〈た鍵料でを
行１J（影まさう系二乾施ど形けくあに成分で紋す分なのめな成き鐡
な成騨たれに合ア物１N態のＩ）吸分析し賜るの’）１１m、’）分ま尿
い分を、る゛7Ｔ態率時よま収のすよのこ分ま料糞まはす散
まを与糞過糞般零期堆うすさうるう糞と折す成尿す様へ布
し把えＩ』Ｉ（程尿に索唯｜Ⅱﾛを。れち場・灰がは゜分を＿々炎ｊ1ｔ
よ握るのはの形の肥’'１、典こる、合、成で、を有Ｉﾇ｜な－・の
うし可人一肥騨含の）１ス［ﾉ《］れのど、分き杵把効一要岩参
･て能＋ｉｔ律料有窒にラがはかの糞をる及握活一｜k］し考
、性なで成率素散り影肥を〈尿調のセすⅢへ仁かliH
効も施は分合布饗効考らにべでンるす菱よしと

iii州糊今！（ｋル,（魔ザlS：Ｊ;〔ビィこる二'rすと’三で腿糞る

勿

表２堆肥現物１トン当たりの肥料成分含有量
図１糞尿の成分の変動要医

■リン監口加里■全蓮観Ⅱ武宅

処理形態

敷き料

雨水の混入具合

･堆肥、スラリー、分離液、尿など

,敷き科が多い、敷き料が少ない、敷き料資材の違いなど

･屋根付き堆肥舎、地下ピットなどの貯留施設の進い
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日
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ロ■ 表１有機物施用に伴う施肥対応(北海jii農政部､平成元年］

牧草に供給される肥料成分量(kq/1．ＦＭ）￣ 

￣ 
有樫物士藻 Ｎ Pao巴 脇Ｃニー 碓陥 火山性±

鉱質士

1.0(0.5） 

1.0(0.5） 

2.0(－） 

５０(－） 

1.0(－） 

1.0(－） 

０５(－】

３０<－） 

5.0(1.0） 

4.0(－） 
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スラリー

尿
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中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
・
府
県
消
流
地
視
察
研
修
報
告

充
実
し
た
視
察
内
容
Ｌ
」

親
睦
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
十
月
一
一
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
、
今
年
一
一
回
目
の
府
県
消
流
視
察
と
し
て
、
四
国
は
愛
媛
県
と
東
京
都
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。
府
県
消
流
視
察
で
愛
媛
県
へ
訪
ず
れ
る
の
は
今
回
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
目
的
の
一
つ
に
愛
媛
県
の
乳
牛
改

良
同
志
会
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

視
察
一
日
Ⅱ
は
、
中
標
津
か
ら
愛
媛
県
松
山
市
ま
で
の
移
気
牧
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
野
村
町
で
は
酪
農
家
行
Ｉ
抓

動
だ
け
で
し
た
が
、
松
山
空
港
で
は
こ
れ
か
ら
二
Ⅱ
間
お
仙
の
う
ち
八
十
戸
が
牛
俳
改
良
検
定
部
会
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

話
に
な
る
、
家
畜
改
良
求
業
団
の
森
課
長
が
迎
え
て
下
さ
い
同
志
会
に
入
っ
て
お
り
、
非
常
に
乳
牛
の
改
良
に
愈
識
が
衝

ま
し
た
。

い
地
域
で
、
ま
た
、
温
暖
な
四
国
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冬
に

視
察
「
Ｈ
Ｈ
は
ま
ず
Ⅲ
国
乳
業
本
社
工
場
を
兄
学
し
ま
し
は
六
Ｉ
巻
も
の
灘
が
彼
も
る
と
Ⅲ
き
、
人
変
驚
き
ま
し
た
。

た
。
川
囚
乳
業
株
式
会
社
は
高
知
四
国
株
式
会
社
、
秀
川
乳

こ
こ
和
気
牧
場
で
は
、
現
在
Ⅶ
十
～
川
十
五
蚊
の
搾
乳
作

業
協
同
株
式
会
社
が
合
併
し
、
凹
倒
地
方
に
お
け
る
農
協
プ
を
飼
育
し
て
お
り
、
年
間
一
頭
Ⅶ
た
り
約
一
万
諾
画
を
搾
っ
て

ラ
ン
ト
と
し
て
の
体
制
を
整
え
、
へ
ｉ
で
は
年
商
二
面
億
円
と
お
り
ま
す
。
川
兆
の
畑
に
は
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を
作
っ
て
お
り
、

い
う
人
企
業
で
す
。
こ
こ
で
は
現
在
、
↑
乳
、
乳
飲
料
、
低
飼
料
は
こ
の
コ
ー
ン
サ
ィ
レ
ー
ジ
、
濃
厚
飼
料
、
オ
ー
ッ
ヘ

脂
肪
の
部
分
脱
脂
孔
、
果
汁
飲
料
、
低
脂
肪
牛
乳
な
ど
の
加
ィ
を
い
え
て
い
ま
す
。
育
成
牛
は
隣
川
に
卜
Ⅱ
頭
程
菰
け
て

工
乳
、
醗
酵
乳
、
乳
酸
繭
飲
料
、
チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー
な
ど
の
い
る
そ
う
で
す
。
牛
舎
は
オ
ガ
ク
ズ
が
蚊
か
れ
た
フ
リ
ー
ス

乳
製
品
、
プ
リ
ン
や
ゼ
リ
ー
な
ど
の
デ
ザ
ー
ト
を
製
造
し
て
ト
ー
ル
と
、
ゴ
ム
マ
ヅ
ト
の
ｔ
に
オ
ガ
グ
ズ
が
数
か
れ
た
ス

お
り
、
四
国
や
近
畿
地
方
へ
供
給
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
タ
ン
チ
ョ
ン
の
つ
な
ぎ
飼
い
牛
舎
が
合
わ
さ
っ
た
形
で
、
並
⑪

征
Ⅱ
愛
媛
県
か
ら
而
几
十
弐
、
術
知
県
か
ら
二
卜
狐
ノ
計
灯
段
、
搾
乳
牛
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
で
過
ご
し
、
乾
乳
牛
や
疾

七
十
流
Ｉ
の
牛
乳
が
述
ぴ
込
ま
れ
、
品
礎
に
つ
い
て
厳
し
い
病
牛
は
、
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
の
牛
舎
の
〃
で
飼
育
し
て
い
ま
す
。

検
寵
を
し
、
合
格
し
た
も
の
の
み
受
け
入
れ
ま
す
。
こ
の
工
や
は
り
変
は
非
常
に
鶏
い
た
め
、
大
型
の
換
気
關
が
五
台
投

場
で
は
、
工
程
を
悴
理
す
る
一
一
と
に
よ
っ
て
、
光
溌
な
製
品
綴
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
卜
台
設
濡
し
て

が
で
き
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
製
造
ラ
イ
ン
は
ほ
い
る
所
も
あ
る
そ
う
で
す
。
糞
尿
は
四
百
“
ｍ
の
堆
肥
介
に
排

ぼ
、
動
化
さ
れ
て
お
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
配
乳
、
っ
て
い
き
、
堆
肥
化
さ
れ
た
も
の
の
半
分
は
、
周
辺
の
農
家

殺
爾
操
作
な
ど
の
衛
椎
符
理
温
度
管
理
流
舩
脊
理
が
行
に
配
る
そ
う
で
す
。

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
工
場
の
特
徴
と
し
て
、
消
避

和
気
牧
場
を
後
に
し
、
次
に
向
か
っ
た
の
は
、
城
川
町
で

地
力
の
三
分
の
．
を
、
家
発
週
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

酪
腱
を
営
む
入
船
牧
場
で
し
た
。
こ
こ
の
入
船
鰯
さ
ん
は
、

次
に
向
か
っ
た
の
は
野
村
町
で
、
酪
農
を
営
ん
で
い
る
川
現
血
二
十
三
歳
で
以
前
、
久
保
会
長
の
牧
場
で
笈
禰
を
し
て

〆ヨミ

ワュ、

二のか気れ小いつをジは了ｊｆＬ、
粁堆け扇て限のな与、約した
の肥てがいｌこでぎえオ’１リ、そ
農は、、まし、齢]て’百そう
家令水ノくし、非いおツ三ので
をて分台た牛総でりへ+うす
兄口調設・床に、、イノち゜
せ分'謄粧まは１%Ｉま牛、だＩ)１１人
てのしさたゴ放た合スそト船
６畑てれ、ム感、はタう九牧
ら’二かてこマを牛二ｌで頭場
い播らいちｖ感介ユコすがで
、<唯まらトヒの’１゜搾は
限そ）|ｕしものるタトヨン飼乳、
らう今た響上道畷｜プ科''二約
れで･に゜さにｌ）はクリはで､ノし
たす持糞対オで衣タ１コ、卜
場･つ〃（策ガス<イト１年頭
Ⅳｒ今てはのクト、スとンＩＮＩの
で[｢１１い分上ズレ天卜いサノ１１乳
酪、き雛型がスブト｜うイ付’'二
腱こ゛機の蚊をもル銅し乳を
をの二に摸か雌｢1.5の科｜股fiiT1

~凸■電窒些己、 》
註
蝿！
〒
露
島

明
ロ
ロ
やﾛ 
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一
一
ｉ
ｉ
紬
囎

徴
ん
で
お
ら
れ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
松
山
市
内
に
戻
り
、
愛
媛
県
の
同
志
会
岡
〈
の
皆

さ
ん
と
懇
親
会
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
予
定
時
間
を
一
時
間

余
り
遅
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
達
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
話
を
伺
っ
た
中
で
特
に
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
愛
媛
県
の
乳
牛
の
平
均
分
娩
回
数
が
約
二
・
七
産

ぐ
ら
い
だ
と
聞
き
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
四
国
な
ど
の
暖
か

い
地
域
の
牛
は
、
牛
自
体
も
鞍
さ
に
対
応
す
る
た
め
、
毛
は

ほ
と
ん
ど
伸
び
ず
、
冬
で
も
多
少
伸
び
る
程
度
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
た
め
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ン
を
つ
く
る
の
が
大
変
離
し
い
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
他
に
も
様
々
な
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
ま
た
親
睦
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
い
い
懇

親
会
で
し
た
。

視
察
三
Ⅱ
Ⅱ
は
、
愛
媛
県
か
ら
來
承
に
向
か
い
、
洲
同
志

会
と
し
て
初
の
こ
こ
ろ
み
で
、
農
林
水
産
有
と
意
見
交
換
会

を
行
な
い
ま
し
た
。
農
林
水
産
省
で
は
、
衆
議
院
議
員
鈴
木

、Ｉ 

Ｆ 

● 

容
易
に
で
き
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
好
評
。

中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
勉
強
会
を
開
催

去
る
十
月
三
十
一
ｎ
と
＋
｜
月
二
十
ル
ハ

日
、
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
主
催
の
勉

強
会
が
両
日
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
大
会
議
室
に

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
勉
強
会
は
三
回
行
な
う
予
定
で
、

■＝､ 

宗
男
さ
ん
の
秘
評
の
茂
木
さ
ん
が
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。

意
兄
交
換
会
に
は
、
艇
林
水
産
省
生
藤
同
帯
産
部
牛
乳
乳
製

品
課
の
椛
本
さ
ん
や
、
河
本
さ
ん
ら
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
ず
、
酪
農
全
搬
の
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
現
在
、

全
国
的
に
乳
製
品
が
不
足
し
、
化
産
者
に
と
っ
て
は
有
利
な

状
況
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
毎
年
外
国
か
ら
不
足
し
て
い
る
脱

脂
粉
乳
を
一
万
五
～
六
千
＃
該
輸
入
し
て
い
る
そ
う
で
、
そ
の

彩
謬
で
以
前
は
パ
タ
ー
が
余
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
近

年
は
バ
タ
ー
の
類
似
品
が
輸
入
禁
止
に
な
り
、
本
物
の
パ
タ

ー
の
需
要
が
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
逆
に
生
乳
百
訂
で

は
な
い
製
品
の
梢
徴
は
低
下
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

狂
牛
病
問
題
に
つ
い
て
も
意
兄
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
農

水
省
と
し
て
は
今
後
、
一
頭
で
も
狂
牛
病
と
み
ら
れ
る
牛
が

出
る
と
、
一
年
間
同
じ
飼
料
を
与
え
、
同
じ
牛
舎
で
飼
育
し

て
い
た
と
い
う
事
が
確
認
さ
れ
た
牛
を
同
鵬
牛
と
み
な
し
、

殺
処
分
に
す
る
可
能
性
が
高
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

好来ににれ酪組的けさ乳ト氏二今

孵ＷＲｇ灘Ｉｌｉｌｉ訂ll1i1雑ＴＴＷ、

鰯騨騨jlliulEi
FiiWk戦僅硫螂鱸罐Ｗ
よ゛入・営酪つ招込まおらに師マ受と
う参れへ農いき稔しい塵つにネけ行
か加るのＷ；て、氏たて褥い招｜黒な
゜者蛎方勢識世一゜の期てきジ崎わ
にが向を演界野技に識、〆尚れ
はＨ'，’性基さの沢術か演乾ン紋、

￣ 

こ
れ
も
含
め
、
安
全
宣
荷
の
Ｐ
Ｒ
は
穣
極
的
に
、
こ
れ
か
ら

も
行
な
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。
ま
た
、
労
働
時
間
に
つ
い
て

も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て
、
コ
ス

ト
伽
、
人
手
不
足
も
含
め
、
さ
ら
に
使
い
や
す
く
し
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
に
対
し
て
、
農
水
筒
で
は
、
人
員
噛
加
に
つ

い
て
は
そ
れ
な
り
に
応
え
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
入

れ
て
い
く
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
コ
ス
ト
面
で
は
、
あ
る
程

度
限
界
に
近
い
状
況
だ
そ
う
で
す
。
他
に
も
狐
い
手
対
策
や

乳
牛
改
良
の
助
成
金
に
つ
い
て
も
話
し
今
わ
れ
、
大
変
右
惹

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

視
察
四
Ⅱ
日
最
終
Ⅱ
は
、
半
Ⅱ
來
求
で
過
ご
し
た
後
、
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。
愛
媛
県
で
の
視
察
は
笑
画
一
Ⅱ
だ
け
で

し
た
が
、
交
流
も
含
め
充
実
し
た
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
来
京
で
は
農
水
椅
の
方
々
と
武
に
話
が
で
き
た
と
い

う
こ
と
で
、
今
川
も
大
変
意
義
の
あ
る
柵
流
視
察
だ
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

ｌ 
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０ Ｔ
Ａ
視
察
研
修
が
、
十
一
月
十
六
日
～

勝
方
面
へ
、
参
加
者
五
人
で
開
催
し
ま

認
Ｉ 
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関係機関を利用した低価格による採卵
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過去最高の
糖分となりました。

てん菜の生産実績

袋六すＩ剛下まる礎病心影l1Kiし－１－１）し

鯉鯨醐市鰍灘鰍楢ネビ丙ﾙﾄﾊﾟ;ｉ

撰鰹ii鱗iii識舗lii常識
りんのま‐し十聯に原なたがま）］へ恋九粉

簑粉ﾂﾞﾐし方て月によ''い'iｶｾﾞ：ｋｉｉｌＭ浬賜
k雛蝿は〒い鱗九〈が天八１，Mi'一へ

蔦騨蝉)繩離
郷鯉脚懸鱗鱒iii綱．、ま鈴

平
成
十
二
年
産
て
ん
菜
の
川
荷
が
十
月

二
卜
四
Ｈ
か
ら
始
ま
り
、
十
一
月
二
十
六

Ⅱ
で
終
了
致
し
ま
し
た
。

育
繭
時
に
不
良
胸
が
発
生
し
、
そ
の
後

の
育
苗
将
埋
、
移
植
後
の
符
理
に
努
力
さ

れ
、
過
去
に
な
い
糖
分
の
闘
い
て
ん
菜
生

で
ん
原
馬
鈴
し
ょ
予
想
以
上
の

出
荷
量
と
な
り
ま
し
た
。

戸。

産
と
な
り
ま
し
た
噂

平
均
収
放
は
絵
当
り
四
六
・
四
，
／
（
前

年
四
四
・
六
八
Ｊ
）
平
均
糖
分
は
過
去
股

高
の
一
八
・
九
計
（
前
年
一
六
Ｌ
ハ
計
）

と
収
賦
、
糖
分
共
に
前
年
を
上
側
り
ま
し

た
。鱗

区。

降るがにきが＝人は晴のが－よいそはう強す十可○可向
可ｒ三Ｈ多、し続平月き平れ日統平月う兄の鑓・いが天二能欝能三こ
｣iヒカがくロなき年い年るがき年。込他’）平寒、気月性で性力う
は月多、本いまとで並日多、とみのや年気冬はのすが月三
共間いそ梅です同しでがくⅡ同で地雪との型慨火･大平力
に峰兄の側しが様よす多、本様す方へ伺入のねきき均月
平水込他でよ、にうがいそ海に゜で雨様る気周なく気の
年撒みのはう強冬。、でのＩＭＩ冬気は￣にＲ圧期天、温天
並、で地鐘・い型寒しＩ山で型温11iliの、が配的｜|蔦そば候
でロす方’）平寒のｌ暖よのはのはれｐＨ多置にのの、
し本･でや年気気のう地斡気低るが本いと変兄確平
よ海は雪とは圧変゜方Ｉ）圧い１１多海でな化迩率年
う側晴の同憂配動気でや配でがく側しっししは並
・のれⅡ様続置が柵は雪殻し多、で・よてま蘭_の

ｓ
力
肩
予
報

［〕



騨 一唾＞』￣

おいしい牛乳は中標津の自屋です６

１１月１２日より待望の中標津牛

乳が新発売となり、あるるのほ

か、東武、長崎屋の３店舗で販

売を開始しました。

酪農の街でありながら、今ま

で地元の人はその牛乳を飲む機

会がなく、より多くの町民に地

元の牛乳を飲んでもらおうと、

乳製品エ場で製造をはじめまし

た。お客様の反応は､｢甘くてお

いしい」とか「地元の牛乳だか

ら安心して飲める」と、なかな

か好評でした。

今後も、中標津牛乳をはじめ

ケフィアオーレ､珈琲牛乳､紅茶

牛乳もよろしくお願いします。

１ 
句、

■■ 

魁
」

型 》■一

Ａネッ ﾄバンク』
缶＝ロ

24時間いつでも､どこでも､お気軽に。 万全な･セキュリティ対策で安111A。

世界最高水準の暗号化技術(SSL128bit)を採用１

インターネット上のお客様のお取引情報を厳重に保護し

ております。また、サービス利用のご本人のご確認につ

きましても、複数のパスワードを利用し、他人の不正乳

用を防止しております⑤

窓口やＡＴＭに行かなくても、ご自宅やお勤め先などの

インターネットに接続されているパソコン、携帯電話か

らアクセスするだけ。平日・休日を問わず、残高照会や

振込・振替などの各種サービスが24時間いつでもお気軽

にご利用いただけます。
」可

パソコン､携帯電話からラクラクお取り引き。
ＪＡバンクがもっと身近に､より便利になった｢ＪＡネットバンク｣。

アクセス方法いろいろ。 操作がとっても簡単。

パソコンだけでなく、ＮＴＴドコモの｢iモード」」-フォン

の｢Ｊ－スカイ」ａｕ、ツーカーの｢EZweb｣の利用できる挑帯
電話からもご利用いただけます。

手間のかかる専用ソフトのインストールが不要１

普段、ご利用のブラウザ(ホームページ閲覧ソフト)で、
しかも簡単なマウス操作やキータッチにより各種サービ

スがご利用いただけます⑤
瀬「ｉモード／アイモード』Iま､抹弍会社ＮＴＴドコモの登録商揮です。
燕些ＪＡは_鱸弐今*+ＮＴＴドコモとIさ何ら閲鰯ありません⑪

■ 

お問い合わせは金融係へ

1， 
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か
ぼ
ち
ゃ
は
大
き
く
分
け
る
と
「
Ⅱ
本

か
ぼ
ち
ゃ
」
、
「
両
洋
か
ぼ
ち
ゃ
』
「
ペ
ポ

か
ぼ
ち
ゃ
」
の
二
諏
類
が
あ
り
ま
す
。

「
Ⅱ
本
か
ぼ
ち
ゃ
」
は
中
央
ア
メ
リ
カ

が
原
縢
で
、
天
保
十
年
（
一
五
四
二
年
）

冬
至
は
一
年
の
中
で
砿
も
品
が
短
い
Ⅱ

で
す
。
だ
ん
だ
ん
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ

の
時
期
に
、
背
か
ら
「
冬
至
か
ぼ
ち
ゃ
」

を
食
べ
、
「
ゆ
ず
錫
」
に
入
る
習
悩
が
あ

り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
「
中
風
に
な
ら
な
い
」

『
風
邪
を
引
か
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
野
菜
が
不
足
す
る
冬
に
、
か
ぼ
ち
ゃ

が
批
爪
な
ビ
タ
ミ
ン
供
給
源
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
ゆ
ず
湯
は
疲
労
Ⅲ
後
や
神
経
術
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
｜
部
の
地
方
で
は
、
み
か
ん
や

レ
ン
コ
ン
、
だ
い
こ
ん
の
よ
う
に
「
ん
」

の
つ
く
食
べ
物
を
七
祁
類
食
べ
る
と
幸
迎

に
恵
ま
れ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

師
走
を
迎
え
ま
し
た
。
今
月
は
冬
龍
に

ち
な
み
、
か
ぼ
ち
ゃ
を
紹
介
し
ま
す
。

冴一

先
人
の
知
恵

か
ぼ
ち
ゃ
の
種
類

●ニホンカボチヤ

｛ 

間料内ホ特多に11↓に
で哩さヨク現徴く渡一ポ
す仁をペホ征で、米にル
゜便ｆｌニポクはすやし漂卜

輝瀧
二雫色徴がしずつ魂
もでやで主を．てYiZ
こす形す流い水、の
のがの゜での分１１大
仲、１ｍ、がが本分

か
ぼ
ち
ゃ
は
ビ
タ
ミ
ン
類
の
窺
施
で
す
。

か
ぼ
ち
ゃ
の
果
肉
の
オ
レ
ン
ジ
色
は
カ
ロ

チ
ン
の
色
蕊
で
す
。
カ
ロ
チ
ン
は
体
内
に

入
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
な
り
ま
す
。
ビ
タ

ミ
ン
Ａ
は
粘
脱
や
皮
府
の
抵
抗
力
を
商
め
、

風
邪
を
ｒ
防
し
ま
す
。

他
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
紫
外
線
に
よ
っ
て
Ⅲ

来
る
シ
ミ
・
そ
ば
か
す
な
ど
を
防
い
で
く

れ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
匝
は

別
名
「
杵
返
り
ビ
タ
ミ
ン
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
て
、
老
化
や
ガ
ン
を
予
防
し
て
く
れ

ま
す
。●セイヨウカポチャ か
ぼ
ち
ゃ
の
栄
養
素

ﾉFＴｑ 

●ペポカポチヤ

一
Ⅱ
Ⅱ
０
０
０
■
■
■
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
１
－
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
０
０
０
Ⅱ
０
５
今

ま
た
、
食
物
セ
ン
ィ
も
多
く
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
腸
の
調
卜
を
艦
え
て
便
秘
影

防
い
で
く
れ
ま
す
。

か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た

簡
単
料
理

ます☆二一戸一'iムポ’'１へ錫片塩豚かＲ
すと豚ポやわポ、で肉、かし、作板ンご詞げ架、岬ぽ材

澱｛轍1Wｒ
しりや￣
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；：１句
う

ｉｉＷ 
げに
る片
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と粉と、よ'１Jげにけ、じじじ々００
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か
ぼ
ち
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と
豚
肉

肩
揚
げ
胡
麻
風
味

の
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旬の魚Ｗｈと奮闘.／
〈すりみ作り〉

食品ｶﾛｴ部会設立準備委員会

壷旨二１１月６日、食品加工部会設立準備委員会＝二月

回目の活動として、標津日丁｢ふれあい｣カロエ
ターの施設見学､また､標津町「おいしんほ

ｈ２熟薔蠕淵雰競鰄譲Ｉ
初回の活動から着々と賛同部員を増やし、新メンバーを檜
今回の参加者は16人でした。始めに｢おいしんぼ倶楽部｣の台
ん､郷野さんのお２人に皮の上手なはずし方など教えていた
骨についている身の部分はスプーンでほぐすなど、普段魚；
慣れているはずのお母ちゃん達も、講師の方々の慣れた手
歓声が上がっていました。加工実習の合間に、施設内の機
いて説明を受け、サケ一匹を３枚に下ろす機械など、見慣
機械に興味を持っていました。でき上がったすりみは各自
へ持ち帰り、夕飯の食卓に並んだ家庭も多いのではないて
か!?今後もこの部会活動が､食品加工の楽しさを学びなが
性活動．グループ活動の更なる躍進につながるといいです．￣ヘーー＋､､+_士．ノー庵参加してみませんか。蝋

！ 

ゾ
ロ
Ｐ
‐

！
Ｏ
Ａ
 

咽
ｒ

作品作りに没頭した後はしっかり勉強。
フレッシュミズ｢きめこみパッチワーク作り＆勉強会」

「

１１月16日、農協内に於いてフレッシュミズ部会の
「きめこみパッチワーク作り＆勉強会」が開催され
ました。午前中は「きめこみパッチワーク作り」に
挑戦し、普段子育てに追われ、なかなかゆっくりと
何かを作るという時間のない参加者は、いつになく
!?真剣に黙々と作品作りに没頭していました。
昼食をはさみ、午後からは、根室地区農業共済組

合中標津支所の山崎獣医師を講師に迎え､｢乳牛の繁

殖管理・子牛育成技術」について、スライドを見ながら勉強し
ました｡発'情発見の遅れ、牛の健康管理などからどれだけ農家
経営に影響するかなど、それぞれの農場の担い手である参加者
は興味深く聞き入り、また、我農場の管理についてなど、熱心
に質問しておりました。参加者こそ10人と少数ではありました
が、有意義な１日となっていました。
次回の活動はたくさんの参加者があるといいですね。

７１ 



ＪＡの組織｡女性の組織に
ついて楽しくしっかり勉強。
ＪＡ女性協道東ブヒIツクリーダー研修会

（北海道家の光大会）

１１月12,13日の両日､温根湯温泉｢大江本家｣を会場と
して､道東ブロックリーダー研修会･北海道家の光大会
が開催され､道東地区の女性部員約200人が参加しまし
た。初日の開会挨拶でＪＡ女性協伊藤会長より「組織
とはどういうことか楽しく、しっかり勉強して欲しい」
とお言葉をいただき、早速、研修に入りました。
最初の研修は「男女共同参画」について、女性はど

のようにして社会に認められていくかを学びました。
続いて、組織活動体験・農業経営実践事例発表、２つ
目の研修として「農業者年金の制度改正」についてと
時間をフルに使って勉強しました。
懇親会では、お膳一杯に並んだ料理を食べて、飲ん

で､各地区からの余興を見ては大笑いの大宴会となり、
－時を楽しんでいました．

２日目の研修として「共生社会」をテーマとした譜

〆￣
1 

演を聞いた後、事業優良表彰､生活文化活動として｢ボ
ブリサシェ」作製に挑戦しました。２日間にわたる研
修でそれぞれが交流を深めると共に、組織の基本とな
る部分、ＪＡと共に女性活動がどう動いていくか、１
人ひとりの心構えをしっかりと教わっていたようです。
今後の女性活動に期待したいものですね。

午前のコース別研修として、すすきのふくろ
う作り、料理講習、とうきび人形作り、ハーフ
と４コースに分散し、参加者それぞれが研修を
行ない、午後からは全体交流会で各グループが
日頃の活動を公表し合い、活動の楽しさ、苦労
話などで会場は盛り上がっていました。当農協
からも「稔り会｣、「花・花くらぶ」が活動紹介
され、グループ活動はもちろん、農村女性の更
に活気あふれた活動の刺激となる楽しい１日と

グー

なっていました。

１１月27日、根室支庁、管内グループネットワーク協議会
あらかると主催による「第２回ねむる農村女性フェスティ
バル」が、しるくつとで開催されました。
管内農村女性のグループ活動交流会を目的として開催さ
れているこのフェスティバルは､約170人の農村女性が一堂
に会し、盛大に行なわれました。

楽しく､１舌気にあふｌｉ/したグループ１舌重ilに。
第２回ねむる農村女'性フェスティバル

,１コ



根室地区JA青年部大会
創立50周年を迎えて。

青年部副部長西垣鋒

今年は50周年という二ともあり、分科会を省略して式典を
しました。記念講演はＪＡ東もこと、代表理事組合長の佐藤
俊彰氏でした。話がとても聞きやすく、面白おかしい内容に
識n着、全員満足した事でしょう。
式典では、歴代の会長に感謝状と記念品が渡され、中標津からは中司哲雄氏､白築政博氏、
一訂畷一恵ﾛW輻ｑ高橋勝義氏､山田昇氏に渡されま

した。歴代会長様、ご苦労様でし
た。時代も２１世紀に入りいろいろ
な伝染病に悩まされながらのスタ
ートになりましたが、各地区の青
年部みんなが新しい時代へむけて、
頑張るぞっと充実した１日を過ご
しました。

参加者のみなさん、ご苦労様で
した。

￣＝氏

－－ 

去る11月１９日、農協大

会議室にて青年部臨時総
会を開催し、役員の任期
に伴う規約を協議してい

ただき、部員多数の賛成
により改正いたしました。
改正の内容は三役（部

長、副部長、監事）の任
期を１年から２年にする
と言う半Lｍ矛一J"ｗ－Ｆｒ，

乞い、

１－鳶雨■ Ｃ言７℃ので､これにより

I部員減少による役員選出の難しさの解消や､役員会､青年部
活動などスムーズな運営が期待されるものと思われます。
しかし､役員の負担が増える事も予想され､部員１人ひと
りのより－１雷の理解と協力が必要になると思います｡今一
度､支部などでも今後､青年部がどうあるべきか？何をす
べきか話し合っていただき､新役員を部員全体がバックア
ップし､よりよい青年部を作り上げて欲しいと思います＝

~、1

1§； 蓼

'制

青年部三役の任期が２年に改正。
●青年部臨時総会部長佐々木大輔

'1４ 



１１月21日、青年部当幌支部は、酪農学園大学の
インテリジェント牛舎を見学してきました。
今回、バイオガスプラントの見学で、ＨＢＣの

テレビ取材があり、少々緊張しながらの見学とな
りましたが、発酵タンクや、タンクから発生した
バイオガスを然料とする発電機などの説明には、
みな熱心に聞き、質問などをしながらの見学とな
りました｡他にも搾乳ﾛﾎﾞｯﾄを､効率よく利用
するための自動搾乳システム牛舎など、さまざま
な施設を見学し、無事研修を終えました。

TV取材に少々緊張しました。
青年部当幌支部鈴木祥嗣

戸．目

１１ 搾乳ロボットに注目。
青年部開陽支部桜井寿治

－
 

頤
Ⅱ
Ⅲ
Ｍ
Ｉ
Ｉ

籠騨灘講演ｿ'蕊ii臺三i蕊liJjJイオガスプラントを視察して参りました。

潟謀り卜鯆i搾纈鰕環鰻lノ電騨ゴーーュ
のんでその仕事つぶりを見守りました。ロボットのセ
ンサーが１本１本の乳頭の位置を確認し、途中、牛が卜が行なう乳頭の洗浄に問題があると、職員の方も認
動いても軌道修正し、４本の乳頭にライナーが装着さめるところ.それでも改善がなされたと言っておりま
れる様子に酪農の新時代を感じましたｖ施設を案内しした。「搾る」という作業を重視し過ぎて、他の搾乳
て下さった農場職員の方曰く「このロボットは牛を選過程を軽視して製造されたのではないか.搾乳後のデ
ぶ」とのこと。この搾乳ロボットで搾乳される牛は、イッピングも付いているのか、付いていないのか分か
床から乳房までの高さ､乳頭の位置、乳頭の間隔など、らない程度でした。２つ目の質問として、この搾乳□
限られた条件をクリアしないと搾乳出来ないと言ってポットは牛の自由意志で入って来て搾乳が開始されるおりました。その結果、７０頭いる農場内の搾乳牛中わようでしたが､｢いつまでも牛床で横になっていて、搾
ずか20頭だけが、その条件にクリアし搾られていると乳ロボットに入って来ない牛はいませんか？」と質問
のことでした。どんな形の乳房でも対応出来る搾乳ロしたところ、２０頭中１頭そのような牛がいるとの事で
ポットはまだ存在しないのだろうか、現在ある搾乳ロした。そんな牛はやはり牛床から起こして、搾乳ロボ
ポットの会社から厳選して導入したと、農場職員の方ツトの所まで追い込むのだそうです。人間の思い遣りに動いてくれないのが乳牛。人間の予測出来ない事を

施設を案内して下さった職員の方に２つ質問をしてしでかすのが乳牛。搾乳時、搾乳ロボットにまかせて
は言っておりました。

みました。質問その心「搾乳ロボットを導入して乳牛舎を無人にさせておくのは、やっぱり危険だと思い
質は良くなりましたか？」､答えは体細胞は乳房炎がなました。搾乳時、牛舎から牛が脱走しても、牛床に体くなり、良い方向に進んでいるようでしたが、細菌数を狭めて窒息しそうになっても、搾乳ロボットは搾乳
は２万と聞いて、参ｶﾛ者顔を見合わせる。搾乳ロポッしかしてくれないからです｡

〃宅

1５ 



悪
天
候
と
寒
書
の
中
、
除
角
が
無
事
、

終
了
し
ま
し
た
。

青
年
部
俣
落
支
部
板
橋
匠

厳
年
、
祥
、
秋
二
回
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
角
切
り
が
、
ｌ
｜
Ⅱ
二
十
Ⅱ
、
十
二
Ⅱ
一

日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
当
Ⅱ
は
あ
い
に
く
の
大
呵
と
な
り
、

寒
く
、
移
動
も
大
変
な
二
ｕ
問
で
し
た
。

急
に
降
っ
た
大
雷
の
た
め
、
輿
タ
イ
ヤ

の
ま
ま
の
人
や
、
綴
ト
ラ
の
阿
駆
が
こ
わ

れ
て
る
人
百
分
）
、
寒
く
て
キ
ャ
ブ
レ
タ

ー
の
捌
了
が
悪
く
、
坂
道
の
途
巾
で
止
ま

っ
て
し
ま
う
人
（
こ
れ
も
日
分
）
な
ど
、

遮
っ
た
意
味
で
ケ
ガ
人
が
川
な
く
て
幸
い

で
し
た
。

俣
落
地
区
を
約
一
一
一
十
軒
、
約
三
行
六
十

頭
の
除
角
が
無
躯
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11月の組合目誌
「 ､ 

－曰皆貯金

総額で6１
定例自治監査

農業者年金説明会

農業者年金移行調査

職組執行委員会

集落推進委員会

農業者年金移行調査

職員採用試験

農民連盟税対委員会

同志会役員会

和牛振興会講習会

同志会選考委員会

共進会代表者会議

女性部フレッシュミズ部会勉強会

辞令交付

青年部臨時総会

第６回営農委員会

酪農ヘルパー利用組合藍香

酪農消費拡大委員会

第６回青年部調査・広報委員会

職員採用試験

第８回青年部役員会
だいこん部会打合せ

農業所得税研究会

共済組合打合わせ

種子馬鈴しょ部会役員合

１Ｅ 

000千円２日

７日

８日

１２日

平成13年度、一日皆貯金は１０月１７日

から31日まで組合員宅及び町内各ど家

庭を訪門し実施いたしました。

実績といたしましては､件数1,285件

で組合員、準組合員、員外を含め総額

61,107,630円となりました。

また、－日皆貯金の抽選では金賞２０

人、銀賞70人､銅賞150人の方がそれぞ

れ当選されています。

農業情勢、経済I情況の厳しい中では

ありますが、皆様の多大なるご協力に

厚くお礼を申し上げますと共に、今後

とも宜しくお願い申し上げます。

l４Ｅ 

１５Ｅ 

１６日

１７日

２１日

「。

22日

27日

29日
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国璽l休蘂一般業務納め
一般業務始幼年末年始の業務曰程 １２月２９日田正午まで

１月７日(月）

甑門名。震|ｮ0日側 6日旧）鐵蠅ｂ３１日(月） 元日（火）’２日鯛 ３日休）１４日（金）１５日(土］

般業務 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 平常業務

共済のみ
正午まで

貯金･組勘･共済 休業 休業 休業ｲホ業 休業 １５時まで 休業 平常業務

ＡＴＭ(事務所） 休業 休業 休業 休業 休業 １５時まで 休業１４時まで 平常業務 律雪

ＡＴＭ（あるる） 休業 休業１０～17時まで 休業 休業 平常業務10-17痔まで 10-17時まで 平常業務

Ａ．_ブ 休業9-20時裳で ９－１７時まて 10-17時まで 平常業務10-17時まで 10-17時まで 10-17時まで 平常業務

資材店舗 休業 休業 休業 休業 休業 平常業務 正午まで 休業 平常業務

農協前給油所 休業830-18時迄 830-15時迄 休業 休業 平常業務 平常業務 休業 平常業務

桜ケ丘給油所 平常業務 8～15時まで 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務

人エ授糖 平常業務平常業務 休業 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務

持込みに限る
受付正午まで

持込みに限る
受付正午室で

持込みに限る

受付正午まで
生乳検査 休業 休業 休業 休業 休業 平常業務

乳製品エ場休業１体業 休業 休業１体業 平常業務平常業務休業｜平常業務

*緊急の生乳検査については、別途通知致します。

*資材店舗の配達業務は、７日以降となります。
*28日、２９日、３０日のＡコープ店舗の営業時間は、午前９時から午後８時まで
の営業となり、平成14年１月６日から平成14年４月30日までは、午前10時か
ら午後７時までとなります⑤
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部門名

日程
３０日(日） 31日(月） 元日(火） ２日剛 ３日嗣 ４日㈱ ５日(土） ６日(日）

７日(月）

業務始め

一般業務 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 平常業務

貯金･組勘･共済 休樂 休業 休業 休業 休業 15時まで
共済のみ
正午まで

休業 平常業務

ＡＴＭ(事務所） 休業 休業 休業 休業 休業 15時まで 14時まで 休業 平常業務

ＡＴＭ（あるる） Ⅲ～７時史で 休鑿 休業 休業 休業 10-17鴬まで 10-17時まで 平常業務 平常業務

Ａ．_プ 9-20時まて ９－１７痔まで 休業 10-17時まで 10-17痔まで 10-17時まで 10～１７時まで 平常業務 平常業務

資材店舗 休業 休業 休業 休業 休業 平常業務 正午まで 休業 平常業務

農協前給油所 8:30-18時迄 8:30-15時迄 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 休業 平常業務

桜ケ丘給油所 平常業務 8～15時まで 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務

人エ授精 平常業務 平常業務 休業 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務

生乳検査 休業
持込みに限る
受付正午まで

休業 休業 休業
持込みに限る

受付正午まて
持込みに限る

受付正午まで
休業 平常業務

乳製品エ場 休業 休業 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 休業 平常業務



…
…
…
前
苣
行
又
ｕ
（

懐
し
髻
古
菫
一
枚
の
写
真

■ 

■ 
■ 

巴
･ 

■■ 

円
＝ 
･ 

トミ３
．に■

びこ＝、

■ 
■ 

⑨
椒
軸
、
骨
熟
警
耳
顯
艦
蕊
回
溢
叩
ｏ
識
績
、
糊
嘩
儲
回
翻
箇
難
日
醤
讃
、
掴
‐
箇
認

Ｉ
Ｉ
：
８
Ｄ
Ｉ
ｌ
ｊ
．
。
▲
。
。
Ｉ
。
。

昭和35年７月、晴れた日に牧草刈りを終えた

後、馬にひっぱらせてモーアーを使用。

中央の母馬に寄りそうように子馬がおり綱を

引く所の棒の先に麦わら帽子がかけてありま

す。この当時、夏の暑い日は、ほとんどの人

が麦わら帽子をかぶって作業をしていたもの

です。今はほとんど見かけなくなりましたね。

写真提供藤井弘美氏
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